
第3学年 【音楽科】学習指導案

1 題 材名

日 時  平 成 15年 6月 30日 (月)5校 時

生 徒  3年 5組  男 子 23名  女 子 19名  計 42名

指導者 盛  島  浩  子

「ア ドソプを楽 しもう」                  Ⅲ

2 題 材について

(1)教 材観

新学習指導要領には、第 2, 3学 年の 目標 として、「音楽活動の楽 しさを体験す る

ことを通 して、音や音楽への興味、関心を高め、音楽によって生活を明るく豊かなも

のに し、生涯 にわたって,音楽に親 しんでい く態度を育てること」が示 されている。
｀
また、表現の内容 として、 (オ)歌 詞にふ さわ しい旋律や楽器 の特徴 を生か した旋律

を作 り、声や楽器で表現す ること。 (力)表 現 したいイメージや 出想 をもち、様々な

音素材を生か して自由な発想による即興的な表現や創作をすること。 とある。

本題材では、ジャズの演奏に触れ、その特徴を理解す ると共に、そのア ドリブの創

作を通 じて音楽に主体的に関わ り、様々なジャンルの音楽に親 しもうとする姿勢を身

につけさせ ることをね らいとしている。

(2)生 徒観

男女 ともに仲が良く、お互いの良さを認め、助け合お うとい う意識のある学級であ

る。音楽においても、授業にまじめに取 り組み、パニ、卜練習や小アンサンブルなどで

も、お互いに協力 し合つて練習を進めることができる。 2年 生の 3学 期に行つた、
"Kum ba yah!"の

小アンサンブルでは、演奏のしかたや表現を工夫 し、楽 しみなが

らグループ発表をす ることができた。

生徒たちは、鍵盤楽器が比較的好きである。実際にピアノなどの鍵盤楽器を習つた

ことがある生徒は 3名 ほどであるが、授業の前後にピアノの周 りに集ま り、鍵盤をい

じつているところを見ると、ほとんどの生徒がかつこよく弾きこなしてみたい と思つ

ているのではないかと感 じる。

(3)指 導観

生徒達にとって、ジャズはあま り聴 くことのないジャンルだと思われる。まして、

ジャズふ うのア ドリブを自分が演奏 してみるということに対 して、かな りの抵抗感が

あるのは当然であろ う。

本題材は、オスカー ・ピーター ノン作曲の 「自由への賛歌」の鑑賞をもとに、さら

に即興演奏へと発展 させていくものである。簡単な二つのナインスコー ド(Dm9、G9)

による伴奏に、幹音のみのア ドリブを重ねていくことにより、
)ジ

ャズふ う
"の

演奏

を楽しむことができる。Dm9と G9は 、どちらも幹音 (白鵠の音)だ けで構成 されて

お り、この和声進行にのせるとどんな幹音でも旋律音 として感 じられる。このことが、

- 1 -



"ア
ドリプは難 しい

"、
とい う抵抗感を和 らげ、自分達にもできそ うだと思わせるの

ではないかと考える。        |

キーボー ドで音を探 りながらソズムやメロディーラインを工夫 し、 自分の好きなア

ドリブを作つていくたもしろさを見出 し、即果表現の楽 しさを味わわせたい。また、

みんなで演奏 しあい、聴きあいなが らジャズっぽさを感 じ、さらに様々な音楽に主体

的に親 しもうとする心情を育てたぃ。

<教 材曲> 「 自由への賛歌」 (CD:オ スカー ・ピーターノン ・トリオ)
「Hanel上yaL T輸嘲 (DVD:オ スカー ・ピーターノン ・トリオ)
「cakew州町 「Bhes Ettde」

(DVD:オ スカー ・ピーターノン ・カルテ ット)

3 題 材 目標

(1)ジ ャズに関心を持ち、ジポム、旋律、ハーモニーなどの特徴を提えて意欲的に即興

表現をすることができる。

(2)ツ ャズにゃけるッ!イム、堆律、ハーモニ‐などの特徴を感 じ取 り、旋律の即興表現
を手本して行ャう。                     |

(3)伴 奏のリズムやコー ド進行に合わせて、手夫して即果演奏をする技能を身につける。
(4)ジ ャズの歴史や_時代背景についての理解を深め、特徴を感 じ取 りながら聴くことが

できる。

4 題 材評価規準及び指導計画 (3時 間扱い)

評

価

規

準

ア、【音楽合の関心 ・音欲 ・態度】

十 ジ ヤズに関心を持ち、イメージを持って即興表現することに意欲的である。

イ、【音楽的感受や表現の工夫】                  ,

ジャズの特徴を提え、伴奏のリズムやコー ド進行に合わせた即興表現を工夫し

ている。

ウ、【表現の技能】

伴奏のジズムやコー ド進行に合わせて、音階やメズムを工夫 して即興的に表現

する技能を身につけている。
工、【鑑賞の能力】

歴史や時代背景と関わらせながらジャズの特徴を感 じ取つている。

次 ステ ップ 指 導  内 _容 評価規準 時数

1 ジャズを聴いて感 じて

つかむ

オスカー ・ピータ■ ノン トリオの漬奏を視

聴 し、ジャズの雰囲気や特徴をつかむ。

ア
　
エ

1

2 ジャズふ うのア ドリブ

を作ちてみる

第1次でつかんだことをもとに、キーボー

ドでジャズふうのアドリブを弾いてみる。

ア イ

ツ

1

3 発表 し聴き合 う 互いにア ドブブを演奏 しあい、聴きあう。

学習のまとめをす る。

イ

エ

ア

ウ

1

本時
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5  本 時の指導

(1)目 標  伴 奏の ソズムやコー ド進行に合わせてジャズふ うのア ドリプを演奏 しあう。

(2)判 断規準   ″

評 価 場 面 A:十 分満足できる B : お おむね満足で

きる

C i支 援 を要す る生

徒への手だて

グルー プごとにキ
ー ボー ドで演奏す

る

イメージを持って伴奏

の リズムや コー ド進行

に合わせて即興的に演

奏 を工夫することがで

きる。

伴 奏 の リズムや コー

ド進行 に合わせ て演

奏することができる。

リズ ムに乗 りなが ら

自由に音遊び を して

み るよ うに助言する。

グループ ごとの演

奏を聴きあう

工夫点や特徴 を音楽の

諸要素 と関わらせて鑑

賞す ることができる。

工夫点や特徴 に気づ

きなが ら鑑貿す るこ

とができる。

音楽 の諸要素 との関

わ りについて具体的

に助言する。
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(3)展 開
留
測

降
町 学 習 活 動 教師の支援 (〇)と 評価 (★)

導

入

10

分

15

分

15

分

展

開

ま

と

め

１０

分

1

前時の学習内容 を想起する。

3. 本時の 目標 を確認する。

みんなでジャズふ うのア ド ジ

.前 時で 自分が作 つてみたア

い出 しなが ら、 グループ ごと

ドで練習す る。

(4人 一組で 1台 のキーボ‐

青遊びの感覚で練習する)

ドリブを思

にキーボー

ドを使 って

を

　

　

　

　

ｏ

一
齊
勢
雅
十

ヵ

ヽ
り

の

デ

赫
純
促
鍛
ル

２
．
視

Ｐ

卜

Ｌ

.伴奏に合わせて グループごとに演奏 し、

聴きあ う

(生徒による伴奏に、教師が教科書 P. 2 8

の4小 節のテーマを演奏 し、それにつ

なげて 1人ずつア ドリブを演奏 していく

.自 己評価カー ドに記入 しながら今 日の

取 り組みをまとめる。

(自己評価の後、教師の説明を聞きなが

ら再び演奏場面を観て終わる。)

〇授業に対 して前向きに取 り組む雰囲

気作 りを心がける。

〇前時で作つたメロデ ィーにあま りこ

だわらずに、今 日の気分で自由に作

ることを強調する。

〇紙板書、DVD

〇複雑なメロデ ィーに しなくて も、 2

小節分 を繰 り返 した り、 1部 分 を少
|  し変 えるだ けで も良いことを助言す

る。        ( C→ B→ A )

① 自由に音遊び を してみ るよ う助言す

る。         ( C→ B )

〇 リズムにのって、 自分な りのア ドリ

ブを演奏 し、お互いに楽 しんで聴 く

よう助言する。

★伴奏の リズムや コー ド進行に合わせ

て 自分な りにジャズふ うのア ドリブ

を演奏 しているか。

★他の演奏の特徴を感 じ取つて聞いて

いるか。

①本時の活動を振 り返 り、自分な りに

感 じたことや考 えたことを記入す る

よう指導する。

①ジャズの歴史や時代背景について簡

単に説明 して終わる。DV D
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